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令和７年度学長戦略経費（研究プロジェクト）実績報告書（研究実績） 

 

１ 研究課題名 

札幌市の特別支援教育における学習環境の構築と多様なニーズに応じた支援

方法の開発 

 

２ 研究代表者 

札幌校・教授・安井友康 

 

３ 研究分担者・研究協力者 

札幌校・准教授・齊藤真善：研究分担者・配分有 

札幌校・准教授・千賀 愛：研究分担者・配分有 

札幌校・准教授・山下公司：研究分担者・配分有 

札幌校・准教授・池田千紗：研究分担者・配分有 

教職大学院・准教授・川俣智路：研究分担者・配分有 

教職大学院・講師・清都康雄：研究分担者・配分有 

附属小中学校・ふじのめ学級教員：研究協力者・配分無 

 

４ 令和７年度研究計画の達成度 

☑ a 計画とおり達成した 

□ b 概ね達成した 

□ c あまり達成できなかった 

□ d 全く達成できなかった 

【c又は dを選択した場合の理由や問題点】 

 

 

 

 

５ 学術的成果 

【論文投稿】 

 

 

 

【書籍出版】 

・桂野文良,坂内仁,山下公司「自立活動×合理的配慮でつくるすごい「個別の

指導計画」作成ガイド」2026年 2月,明治図書 

・川俣智路(2025) UDL―学びのユニバーサルデザイン― ～すべての子ども

が学べる学習環境をつくる～ ＬＤ，ＡＤＨＤ＆ＡＳＤ 2025年 10月号 明

治図書 2025年 



【学会発表】 

・日本 LD学会,2025年 10月 18-19日,東京都,山下公司,自主シンポジウム「通

級による指導における専門性を高める取組 専門性向上につながる研修に

焦点を当てて」指定討論 

・日本 LD学会,2025年 10月 18-19日,東京都,山下公司,自主シンポジウム「今

改めて発達障害支援における専門性について問い直す 特別支援学校 通

級指導教室の観点から」話題提供 

・日本 LD 学会,2025 年 10 月 18-19 日,東京都,山下公司,ポスター発表「言語

障害通級指導教室と発達障害通級指導教室の連携による支援に関する一考

察」 

・日本 LD学会,2025年 10月 18-19日,東京都,山下公司,ポスター発表「“読み

書き困難”の理解啓発を進めるための研修のあり方に関する一考察 ～通級

指導教室からの発信～」日本 LD 学会第 34 回大会、2025 年 10 月 19 日、東

京、池田千紗、「自主シンポジウム 一人ひとりに適した学びを実現するた

めの合理的配慮 ～それぞれの学びに合わせた教材の活用を通じて～」 

・第 19 回北海道特別支援教育学会札幌大会、令和 7 年 11 月 1-2 日 会場：

北海道教育大学札幌校、安井友康・齊藤真善・池田千紗・千賀 愛・山下公

司・川俣智路・清都康雄・北海道教育大学附属札幌小中学校特別支援学級(ふ

じのめ学級)、札幌市との連携による特別支援教育における学習環境の構築

と多様なニーズに応じた支援方法の開発-取り組みの経緯と内容- 

・ Khorfakkan International Scientific Conference for Person with 

Disability & Adapted Physical Education, 2025/10/1-2, Khorfakkan 

University, UAE, YASUI, Tomoyasu、Current status of adapted physical 

activity in East Asia and Japan, and future direction of APA 

・日本アダプテッド体育・スポーツ学会第 30 回大会、2025/12/06～

2025/12/07、広島修道大学、安井友康、千賀愛、池田千紗、山本理人、地域

クラブとしての「インクルーシブな自由遊び」の社会的機能－家族の関わり

から－ 

・第 25回北海道アダプテッド・スポーツ研究会,2026/2/28、北海道教育大学

札幌サテライトキャンパス、中村萌花・安井友康、知的障害児の運動有能感

に与える要因の検討－A 小学校特別支援学級における朝体育の活動を通し

て－ 

・日本学級経営学会第 8 回研究大会、2026 年３月７日、上越教育大学、川俣

智路(口頭発表)、特別支援学級における AI 型教材活用を左右する要因—活

用の差に関連する要因の事例検討— 

【その他】 

・支援のためのアセスメント「つまずきの背景要因を探る「謎解きアセスメン

ト」特集企画」,「特別支援教育の実践情報」2026年 1月号,4-5、山下公司 

・写真で見る運動発達支援と教具第 12回文具の操作を支える土台作り④下校

準備、LD・ADHD&ASD、44巻、2025年 12月、池田千紗 

・つまずきの背景要因を探る「謎解きアセスメント」 特集２「運動の発達」、

特別支援教育の実践情報 41巻 1号、2026年 1月、池田千紗 



・こんな時こんなつまずきへの指導・支援大全 特集 5「運動」、特別支援教

育の実践情報 42巻 3号、2026年 3月、池田千紗 

 

６ 実践的成果 

【教材】 

ビーンバッグプロジェクト 

 ふじのめ学級、池田准教授との連携により、制作から活用まで実施（今年度

５年目） 

【評価方法】 

 

 

 

【指導（授業）案】 

・総合「あいの里探検隊～冬編～」スノーシューを活用して大学構内の探検。 

 対象：小学校ふじのめ学級１０名 （今年度で４回目の実施） 

・STEAM教育・附属小中学校ふじのめ学級 

 本学技術科（佐藤正直准教授）の協力のもと、ロボットサッカーの授業を小

中合同での実践を実施 

 オープンスクールにてロボットサッカー体験ブースを用意し、一般参加者

の自由参加も含めた活動実践を実施 

【教育方法】 

・第 19回北海道特別支援教育学会札幌大会・臨床的研究プロジェクト共同企

画、令和 7年 11月 1-2日、会場：北海道教育大学札幌校 

グループディスカッション①：通常学級の事例検討、「子ども一人一人が『自

分が大切にされている』と実感できる学校づくりを目指して」 

グループディスカッション②：通級指導教室の事例検討 

「本人の願いを中心にした通級指導教室における支援」 

グループディスカッション③：特別支援学校の事例検討 

「行動上の課題を持つ生徒の特別支援学校高等部卒業後を見据えた支援

の実践 

グループディスカッション④：特別支援学級の事例検討 

「思春期の課題に向き合う多職種連携の実践」 

【その他】 

・児童発達連絡協議会研修会、「学校教育との連携～学校と福祉がつながるヒ

ント～」、2026年 2月 15日、札幌、対面、40名、池田千紗（研究課題①） 

・札幌市教育委員会令和 7年度「人間尊重の教育」フォーラム、「どの子も「大

切にされている」と実感できる学校づくりに向けて～社会的な障壁を取り

除くための配慮について～」、2025年 12月 26日、札幌、対面、400名、池

田千紗（研究課題①） 

・第 228回国治研セミナー、「その子らしさ”を大切にするための合理的配慮



―保護者とともに考える支援のあり方―」、2025年 11月 7日、オンライン、

10名、池田千紗（研究課題①） 

・子 labo（学校教員と医療専門職による事例検討会）、山下公司、池田千紗 

2025年 11月 21日、2026年 1月 23日、2026年 2月 27日、教育大サテライ

ト（対面+オンライン）、参加者延べ 60名（研究課題①②） 

・札幌市議会本会議、2026年 2月 20日、代表質問にてたけのうち有美議員よ

り本プロジェクトについてより専門性の高い実践的な取り組みを進めるこ

とが提案され、教育長が回答（研究課題①） 

・校内事例検討会、池田千紗 

南月寒小学校（2025年 10月 30日、2025年 11月 11日、2026年 2月 5日、

2026年 2月 24日、2026年 3月 5日、2026年 3月 10日）、 

ひばりが丘小学校（2025年 10月 29日、2025年 11月 19日）、 

清田小学校（2025年 11月 20日）、 

屯田北小学校（2025年 11月 14日）、 

張碓小学校（2026年 3月 3日）、 

八軒小学校（2025年 10月 10日）、 

篠路西小学校（2026年 1月 28日、2026年 2月 5日）、 

参加者延べ 156名（研究課題①） 

・月寒小学校校内研修会、「通常の学級における合理的配慮の関わり事例研

修」、2025年 10月 1日、月寒小学校、山下公司, 

・札幌市教育研究事業教育相談部会北区東区ブロック、「児童生徒の課題解決

のために大事なことは何か 助言」、2025年 10月 21日、栄南中学校、山下

公司, 

・日本特別支援教育連盟全国大会北海道大会、「第 4分科会 通級による指導 

助言」、2025年 10月 24日、ライフォート札幌、山下公司, 

・手稲宮丘小学校校内研修会、「通常学級におけるインクルーシブ教育の実践：

事例検討」、2025年 10月 31日、手稲宮丘小学校、山下公司, 

・発寒西小学校校内研修会、「学習障がい傾向のある子どもの支援～通級指導

教室との連携～」、2025年 11月 10日、発寒西小学校、山下公司, 

・北九条小学校校内研修会、「子どもの実態把握 心理検査（WISC）を活用し

て」、2025年 12月 5日、北九条小学校、山下公司, 

・札幌市特別支援学級・通級指導教室設置校長会第 2回研修会、「特別支援教

育の充実・発展のために」、2025年 12月 10日、ちえりあ、山下公司, 

・陵陽中学校・東山小学校・美園小学校 3校合同研修会、「発達や特別支援教

育の視点を意識した子どもへの関わり～子ども一人ひとりの心に寄り添っ

て～」、2025年 12月 15日、美園小学校、山下公司, 

・石山中学校校内研修会、「インクルーシブ教育の理念、あり方」、2026年 2月

3日、石山中学校、山下公司, 

・北海道心理・教育アセスメント研究会第 4 回例会パネルディスカッショ

ン,2026年 2月 21日,教育大サテライト教室１,「教員養成の立場から」、山

下公司, 
・北野小学校校内研修会、「子どもの声を聴く～特別支援教育の充実に向けて



～」、2026年 3月 5日、北野小学校、山下公司, 

・北野台小学校において教職員の障害理解およびインクルーシブ教育に対す

る意識の実態の把握と向上を目的として、アンケート調査と教職員研修を

実施、清都康雄、 

全 4回の計画の内、後期は 3回の研修および、事後のアンケート（3月 5日

（木））を実施した。 

2回目 10月 16日（木）アセスメントや支援の手立てに関わる研修として行

動面のアセスメント（応用行動分析） 
3 回目 12 月 5 日（金）知識的理解に関わる研修として知的障害の心理・生

理・病理、指導方法 

4 回目 2 月 10 日（火）法制度に関わる研修としてインクルーシブ教育とサ

ラマンカ宣言・障碍者の権利に関する条約 

・その他、巡回相談：5月 23日（金）、7月 10日（木）、12月 17日（水）、清

都康雄 

 

７ その他、研究実施状況 

・ほくとくネット http://hokutoku.net/ 

・みんなのあそびば http://hokutoku.net/gg/ 

 

http://hokutoku.net/
http://hokutoku.net/gg/

